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株式会社ブイ・テクノロジー
（証券コード：7717）



　当中間連結会計期間における世界経済は、中東情勢やウクラ
イナ等で地政学的な緊張の度合が世界的に強まる中、停滞が続
く欧州、回復が鈍化する中国、堅調な米国と地域によりバラツキ
が見られ、先行きの不透明な状況が継続しました。
　米国経済は、好調な個人消費と設備投資を背景に底堅く推移し
ました。中国は、不動産市場の低迷が長引く中で個人消費が低迷
し、回復の速度はさらに鈍化しました。わが国では、企業の設備投
資が引き続き堅調な一方で個人消費は弱く、経済は緩やかに推
移しました。

　当中間連結会計期間の当社グループの受注金額は、175億6
千1百万円（前年同期204億7千4百万円）となりました。また、受
注残高は323億1千6百万円（前年同期447億8千7百万円）とな
りました。

　当中間連結会計期間の当社グループの連結業績につきまして
は、売上高は223億4千5百万円（前年同期売上高123億3千4
百万円）、営業損失は1億3千6百万円（前年同期営業損失8億8
千万円）、経常損失は2億7千5百万円（前年同期経常損失5億9千
2百万円）、親会社株主に帰属する中間純損失は2億1千8百万円
（前年同期親会社株主に帰属する中間純損失6億4千7百万円）と
なりました。

　当社グループは、社会課題に対するイノベーションに取組み、
電子デバイス産業の発展に寄与するべく、様々な取り組みを推進
しています。
　とくに、半導体分野においては、高性能かつ高エネルギー効率
な半導体の開発に寄与する露光技術や検査技術の開発に注力し
ています。

　また、シリコンウェハやフォトマスク、これら材料や半導体デバ
イス試作に高いレベルで貢献する、競争力の高い製品技術をグ
ループに擁しています。　
　新たな成長期を迎え、これら技術をブイ・テクノロジーグルー
プの独自技術として結集し、持続的な成長を実現させてまいりま
す。

　今後も引き続き、株主の皆様のご期待に添えますよう、大いな
る志と溢れる情熱で、世界最高のイノベーションを創造し、社会に
貢献していく所存です。

　株主の皆様におかれましては、一層のご理解とご支援を賜りま
すようよろしくお願い申し上げます。

2024年12月

2025年3月期　中間決算のご報告

ごあいさつ

代表取締役  兼  社長執行役員

杉 本 重 人

新製品の市場投入を加速し、
電子デバイス産業の発展に
尽力いたします。
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財務ハイライト（連結）
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セグメント情報財務ハイライト TOPICS 株式の状況ごあいさつ



半導体・フォトマスク装置事業

　半導体・フォトマスク装置事業においては、関連する設備投資は概ね計画通りに推移しました。
　当中間連結会計期間の当社グループの半導体・フォトマスク装置事業の受注金額は63億7千4百万円（前年同期84億6千
4百万円）、受注残高は181億6千8百万円（前年同期198億9百万円）となりました。
　また、当中間連結会計期間の当社グループの半導体・フォトマスク装置事業の連結業績につきましては、売上高は54億�
6百万円（前年同期33億9千7百万円）、営業損失は7千4百万円（前年同期営業損失2億円）となりました。

概況

業績および受注高･受注残の推移（百万円）
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セグメントの構成

JAC （ジャパンクリエイト）
洗浄、エッチング

NSS （ナノシステムソリューションズ）
検査

Z-CSET （Zhejian�Chip�Sunshine�Equipment�Technology）
研磨、他

シリコン等のウェハ材料用の製造装置
LET （エルイーテクノロジー）

DI露光
OHT （オー・エイチ・ティー）

接触・非接触式電気検査
Vテク （ブイ・テクノロジー）

DI露光（海外メーカー協業）

アドバンスドパッケージ・PCB用装置フォトマスク製造装置
Vテク （ブイ・テクノロジー）

検査/欠陥修正/測定/描画

LTJ （リソテックジャパン）
コーデベ/レジスト解析

JAC （ジャパンクリエイト）
真空成膜

NSS （ナノシステムソリューションズ）
マスクレス露光

試作･分析用機器

セグメント情報（中間期）
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FPD装置事業

■売上高　■受注高　■受注残　 営業損益（右軸）
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業績および受注高･受注残の推移（百万円）

　フラットパネルディスプレイ（ＦＰＤ）装置事業においては、パネル市況はやや回復し、設備投資は概ね計画通りに推移しました。
　当中間連結会計期間の当社グループのＦＰＤ装置事業の受注金額は104億8千4百万円（前年同期115億1千万円）、受注
残高は141億4千7百万円（前年同期249億7千8百万円）となりました。
　また、当中間連結会計期間の当社グループのＦＰＤ装置事業の連結業績につきましては、売上高は162億3千7百万円（前年
同期84億3千6百万円）、営業利益は1億7百万円（前年同期営業損失5億4千4百万円）となりました。

概況

セグメントの構成

FLASK （フラスク）
OLED材料の開発・製造・販売

CHVT （Xianyang�CHVT�New�Display�Technology）
OLED材料の開発・製造・販売

VET （ブイ・イー・ティー）
蒸着マスク（Fine�Hybrid�Mask/他）

VSC （ブイ・テクノロジー・シャイン・カラーテック）
中小型OLED良品化サービス

Lumiotec （ルミオテック）
有機EL照明の開発・製造・販売

OLED用部材・サービス・他
Vテク （ブイ・テクノロジー）

露光/検査/欠陥修正/測定
OHT （オー・エイチ・ティー）

接触・非接触式電気検査

OLED・LCD・他、FPD製造装置

セグメント情報財務ハイライト TOPICS 株式の状況ごあいさつ



IT用OLEDのフォトマスク生産に欠かせない3つの機能を備えた装置として、修正位置精度の高さ、従来方式では実現が難しい
加工端が滑らかで優れた仕上がりを実現するエッチング機能（余分な部分の除去）やデポジション機能（欠落部分の回路形成）
等の微細加工性能、局所真空によるマスクの投入排出時間の短縮、省スペース性等の点から非常に高い評価をお客様より頂戴
しました。

フォトマスク欠陥修正装置「Draco」を
国内大手フォトマスクメーカー様より受注1

半導体等の成長分野におけるグループ各社の事業発展と、グループ会社間の相乗効果による中長期の事業成長を見込む中で、
現状の株価水準および株主還元方針を総合的に勘案し、自己株式の取得を行いました。
取�得�期�間�：�8月13日～9月6日　��取得後自己株式数�：�484,948株（4.8％）　��取得株式総数�：�182,600株　��取得価額合計�：�約5億円

自己株式の取得について2

１．SIM観察

FIB

イオン

二次イオン
検出器 走査

３． デポジション
（成膜）

FIB

デポジション膜

走査

デポジションガス

２． ＦＩＢエッチング＋ガスアシストエッチング
（図はガス使用時）

FIB

原子

走査

エッチングガス
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■ 新規事業
■ 半導体・フォトマスク装置事業
■ FPD装置事業

連結売上高の推移と今後の見通し

T O P I C S
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株式の状況 （2024年9月30日現在）

◦株式所有者別分布

外国法人等
10.4%

金融機関
18.6%

その他法人
2.6%

金融商品取引業者
6.4%

自己名義株式
4.8%

個人・その他
57.3%

大株主（上位10名）
株主名 所有株式数 持株比率

日本マスタートラスト信託銀行�
株式会社（信託口） 1,300,500株 12.9%

杉本重人 1,174,600株 11.7%

株式会社日本カストディ銀行�
（信託口） 453,838株 4.5%

ＪＰモルガン証券株式会社 310,081株 3.1%

NORTHERN�TRUST�GLOBAL�
SERVICES�SE,�LUXEMBOURG�RE�
CLIENTS�NON-TREATY�ACCOUNT

146,900株 1.5%

JP�MORGAN�CHASE�BANK�385781 126,071株 1.3%

STATE�STREET�BANK�AND�
TRUST�COMPANY�505001 107,786株 1.1%

PRESHING�SECURITIES�LTD�CLIENT�
SAFE�CUSTODY�ASEET�ACOUNT 96,000株 1.0%

島根良明 82,600株 0.8%

ブイ・テクノロジー社員持株会 76,500株 0.8%

当社は自己株式484,948株を保有しておりますが、上記から除いております。
また、小数点第2位を四捨五入して表示しております。

株主メモ
▪事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日
▪定時株主総会 毎年6月に開催

▪配当金受領株主確定日 ・期末配当金　3月31日・中間配当金　9月30日
▪株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
▪特別口座の口座管理機関
・同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都府中市日鋼町1－1
電話　0120－232－711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081�新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

・同取次所 三菱UFJ信託銀行株式会社　全国各支店
▪上場証券取引所 東京証券取引所　（証券コード　7717）
▪公 告 の 方 法 電子公告とします。但しやむを得ない事由により電子

公告をすることができない場合は日本経済新聞に
掲載します。公告掲載の当社ホームページアドレス
https://www.vtec.co.jp

（ご注意）
1.��株券電子化に伴い、株主様の住所変更その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなって
おります。口座を開設されている証券会社等にお問合わせください。株主名
簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。
2.��特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ
信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機
関（三菱UFJ信託銀行）にお問合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国
各支店にてもお取次ぎいたします。
3.��未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

◦発行可能株式総数 35,180,600株
◦発行済株式総数 10,057,600株
◦株主数 7,833名

セグメント情報財務ハイライト TOPICS 株式の状況ごあいさつ



社 名 ： 株式会社ブイ・テクノロジー
設 立 ： 1997年10月16日
本社所在地 ： 横浜市保土ヶ谷区神戸町134　横浜ビジネスパークイーストタワー9F

TEL：045-338-1980　FAX：045-338-1781
取締役会 監査役会
代 表 取 締 役 杉　本　重　人 常 勤 監 査 役 中　原　有　庸
取 締 役 神　澤　幸　宏 監 査 役 住　田　勲　勇
取 締 役 城　戸　淳　二 監 査 役 阿比留　　　修
取 締 役 西　村　豪　人 監 査 役 千　葉　繁　樹
取 締 役 立　山　純　子 ※阿比留修および千葉繁樹は社外監査役です。

※城戸淳二、西村豪人、立山純子は、社外取締役です。

TOPページはこちら

IR情報はこちら

WEBサイトのご案内
ニュースリリースや各種資料がご
覧 い た だ け る ほ か、新事業や
ESG等の取組みについて多数掲
載しています。ぜひご覧ください。

執行役員
社長執行役員 杉本　重人 執 行 役 員 天野　　勇 執 行 役 員 羽森　　寛
専務執行役員 神澤　幸宏 執 行 役 員 松元　康博 執 行 役 員 芳賀　一実
常務執行役員 米澤　　良 執 行 役 員 伊藤　行男 執 行 役 員 新井　敏成
常務執行役員 天日　和仁 執 行 役 員 大淵　一人 執 行 役 員 内藤　剛史
常務執行役員 水村　通伸 執 行 役 員 張　　尚敦 執 行 役 員 山﨑　邦明

執 行 役 員 菅井　　健

会社概要（2024年9月30日現在）


